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１．当四半期決算に関する定性的情報

(１)連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う不透明な要素もありまし

たが、政府による経済政策への期待感や日銀の金融政策を背景に、企業収益が改善し、設備投資や雇用

は回復傾向で推移しました。

当行が営業基盤とする愛媛県内の経済情勢におきましても、個人消費における消費税増税後の反動減

も想定内で、基調としては緩やかな持ち直しの動きが続きました。

このような状況にあって当行グループは、引き続きお客様第一主義の経営、地域経済に根ざした取り

組みを実践しました。

経常収益は有価証券売却益の減少により325億87百万円と、前年同期比6億30百万円減少しましたが、

経常利益は運用の多様化による資金運用収益の増加により前年同期比10億98百万円増加して80億10百

万円となり、四半期純利益も前年同期比12億65百万円増加して49億62百万円となりました。

今後も「最初に相談される銀行」という愛媛銀行ブランドの確立を目指し、地域№1の金融サービス

の提供を図るとともに、地域金融機関としての公共的使命と社会的責任を果たすため、金融サービス事

業を通じてお客様により信頼される企業活動を実践してまいります。

(２)連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間末におきましては、総資産 2 兆 1,835 億円(前連結会計年度末比 2,037 億

円減少)、純資産 1,016 億円(同比 85 億円増加)となりました。

預金等残高(譲渡性預金含む)は 2 兆 2 億円と前連結会計年度末比 2,150 億円減少しましたが、個人

預金は引き続き順調に増加しました。貸出金残高は、中小企業向け貸出や個人ローンの増加により、

１兆 4,201 億円と前連結会計年度末比 583 億円増加しました。

(３)連結業績予想に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間までの業績は順調に推移しており、平成 26 年 5 月 12 日に公表しました業

績見通しから変更はございません。
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２．サマリー情報（その他）に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下、「退職給付会計

基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平成

24 年５月 17 日。以下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給

付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務

及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準

へ変更、並びに割引率の決定方法を、割引率決定の基礎となる債券の期間について、従業員の平均残存

勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの

金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

なお、この変更に伴う損益等に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

(１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

資産の部

現金預け金 458,723 118,573

コールローン及び買入手形 15,000 5,000

買入金銭債権 27,184 65,064

商品有価証券 143 147

有価証券 475,055 524,468

貸出金 1,361,788 1,420,177

外国為替 9,586 11,807

リース債権及びリース投資資産 6,595 6,253

その他資産 8,503 10,966

有形固定資産 30,847 30,883

無形固定資産 650 633

繰延税金資産 3,162 732

支払承諾見返 7,730 6,358

貸倒引当金 △ 17,674 △ 17,501

資産の部合計 2,387,298 2,183,563

負債の部

預金 1,823,191 1,834,791

譲渡性預金 392,168 165,471

債券貸借取引受入担保金 － 15,035

借用金 28,838 23,828

外国為替 3 5

社債 13,000 7,000

新株予約権付社債 8,000 8,000

その他負債 14,691 14,894

役員賞与引当金 50 －

退職給付に係る負債 1,063 1,065

役員退職慰労引当金 385 367

利息返還損失引当金 45 40

睡眠預金払戻損失引当金 143 143

繰延税金負債 － 59

再評価に係る繰延税金負債 4,835 4,835

支払承諾 7,730 6,358

負債の部合計 2,294,149 2,081,897

純資産の部

資本金 19,078 19,078

資本剰余金 13,213 13,213

利益剰余金 45,068 48,967

自己株式 △ 227 △ 230

株主資本合計 77,133 81,029

その他有価証券評価差額金 8,118 12,664

繰延ヘッジ損益 5 －

土地再評価差額金 7,383 7,383

退職給付に係る調整累計額 △ 179 △ 163

その他の包括利益累計額合計 15,328 19,884

少数株主持分 688 751

純資産の部合計 93,149 101,665

負債及び純資産の部合計 2,387,298 2,183,563

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)
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(２)四半期連結損益及び包括利益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

経常収益 33,217 32,587

資金運用収益 23,769 24,672

（うち貸出金利息） 19,721 19,718

（うち有価証券利息配当金） 2,463 3,036

役務取引等収益 3,282 3,318

その他業務収益 5,324 3,642

その他経常収益 840 953

経常費用 26,305 24,576

資金調達費用 2,207 2,095

（うち預金利息） 1,551 1,487

役務取引等費用 2,305 2,793

その他業務費用 302 38

営業経費 17,799 17,776

その他経常費用 3,690 1,872

経常利益 6,912 8,010

特別利益 3 2

固定資産処分益 3 2

特別損失 215 31

固定資産処分損 53 30

減損損失 161 0

税金等調整前四半期純利益 6,699 7,982

法人税、住民税及び事業税 3,556 2,868

法人税等調整額 △ 585 100

法人税等合計 2,970 2,969

少数株主損益調整前四半期純利益 3,729 5,012

少数株主利益 31 49

四半期純利益 3,697 4,962

少数株主利益 31 49

少数株主損益調整前四半期純利益 3,729 5,012

その他の包括利益 △ 2,458 4,571

その他有価証券評価差額金 △ 2,458 4,560

繰延ヘッジ損益 － △ 5

退職給付に係る調整額 － 16

四半期包括利益 1,270 9,583

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,228 9,519

少数株主に係る四半期包括利益 41 64

前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日

至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日）
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(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．参考情報

(1) 損益の状況(単体)

（単位:百万円）

平成27年３月期

通 期

第３四半期(A) 第３四半期(B) (A)－(B) 累計期間(予想)

23,452 24,512 △ 1,060

22,279 21,276 1,003

△ 72 389 △ 461

1,246 2,846 △ 1,600

132 158 △ 26

15,081 15,175 △ 94

8,428 8,529 △ 101

5,734 5,833 △ 99

8,371 9,336 △ 965

7,257 6,649 608

△ 585 434 △ 1,019

8,956 8,902 54

1,113 2,687 △ 1,574

△ 1,429 △ 2,359 930

1,786 2,658 △ 872

474 1,476 △ 1,002

1,306 1,164 142

4 1 3

- 16 △ 16

1 1 0

446 411 35

△ 91 △ 114 23

7,527 6,542 985 9,600

△ 28 △ 212 184

7,498 6,330 1,168

4,680 3,486 1,194 4,500

29,703 30,525 △ 822

1,199 3,091 △ 1,892

(注) 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

その他臨時損益

支援損

増減額

（除く国債等債券損益）

コア業務純益（除く国債等債券損益）

一般貸倒引当金繰入額 (a)

業務純益

業務粗利益

その他業務利益

資金利益

役務取引等利益

経費（除く臨時処理分）

うち人件費

平成27年３月期 平成26年３月期

債権売却損

信用コスト (a)＋(b)－(c)

税引前四半期純利益

うち物件費

不良債権処理損失 (b)

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

個別貸倒引当金繰入額

償却債権取立益 (c)

貸出金償却

うち国債等債券損益

臨時損益

経常収益

四半期純利益

株式関係損益

経常利益

特別損益

当第３四半期までの損益の状況につきましては、計画どおり順調に推移いたしました。

経常利益は前年同期比９億８５百万円増加して７５億２７百万円となり、四半期純利益につきましては

４６億８０百万円と前年同期比１１億９４百万円の増益となりました。
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(2) 預金・貸出金の残高 (単体)

① 預金・貸出金の残高

(単位:億円) (単位:億円)

(注) 預金等 = 預金 + 譲渡性預金

② 個人・法人別預金残高

(単位:億円) (単位:億円)

(注) 譲渡性預金を除く

③ 個人ローン残高

(単位:億円) (単位:億円)

住宅ローン残高

その他ローン残高

(3) 預り資産残高 (単体)

(単位:億円) (単位:億円)

(注) 保険は販売累計額を記載しております。

(4) 時価のある有価証券の評価差額 (連結)

○ 評価差額
(単位:億円) (単位:億円)

時価 時価

うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 5,147 187 196 9 4,662 118 124 6

株式 283 133 133 0 241 88 90 2

債券 2,863 43 47 3 2,935 31 31 0

その他 2,000 10 15 5 1,485 △ 1 2 3
(注)１． 四半期連結貸借対照表の「有価証券」のほか「現金預け金」中の譲渡性預け金を含めて記載しております。

２．

３． なお、満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式に係る含み損益は以下のとおりであります。

(単位:億円) (単位:億円)

帳簿 帳簿

価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損

54 △ 0 0 0 56 △ 0 0 0

－ － － － － － － －子会社･関連会社株式

投資信託 558

保険 744

平成26年12月末

評価差額

合計

株式等については当四半期末月（当期末月）１カ月の市場価格等の平均に基づいて算定された額により、また、そ
れ以外については当四半期末日（当期末日）における市場価格等に基づく時価により、それぞれ計上したものであ
ります。

含み損益

満期保有目的の債券

含み損益

平成26年3月末

22,173

個人 12,511

預金等 (末残)

平成26年12月末

20,026

13,62514,214貸出金 (末残)

平成26年3月末平成26年12月末

平成26年12月末 平成26年3月末

平成26年3月末

平成26年3月末

評価差額

505

平成26年12月末

国債

1,370

688

483 447

平成26年3月末

1,482

18,251

3,575

177179

3,229

平成26年12月末

4,059

法人

12,278

5,860 5,973

3,676

18,371

個人ローン残高

合計
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(5)「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」(単体)

（単位：億円）

平成26年12月末 平成26年3月末

53 67

347 338

135 136

536 540

3.73% 3.92%

(注)

(6)自己資本比率 (国内基準)

【単体】 (単位:億円)

平成26年12月末 平成26年3月末

自己資本比率 9.64% 10.85%

自己資本額 1,177 1,201

リスク・アセットの額 12,208 11,073

総所要自己資本額 488 442

【連結】 (単位:億円)

平成26年12月末 平成26年3月末

自己資本比率 9.90% 11.07%

自己資本額 1,226 1,245

リスク・アセットの額 12,379 11,245

総所要自己資本額 495 449

(注) 総所要自己資本額は、リスクアセットに4％を乗じて算出しております。

単位未満は四捨五入しております。

破産更生債権及びこれらに準ずる
債権

危険債権

要管理債権

合計

開示債権比率

㈱愛媛銀行(8541)　平成27年3月期　第3四半期決算短信

9


